
「認知症の人を支援する医療と介護の
関係者の連携について」

事例

車で逆走した男性Aさん（７３歳。長男との二人暮らし）を保護し
た警察から、認知症地域支援推進員に連絡が入った。今、長男に
連絡したが「父の言動に困っているが何もできない。仕事で忙し
い」と言われた。警察は「臨時機能検査を本人に伝えても納得しな
い。今後も心配なので相談にのって欲しい」とのこと。

警察に行き、本人と面接をすると逆走したことを覚えていない。
今いる場所を聞くと「病院だ」と答える。認知症の疑いがあり介護
保険未認定でもあったため本人に確認し、かかりつけ医（糖尿病）
に連絡を取りそのまま外来に付き添った。

かかりつけ医は「認知症については関心がないです」と言った。
この男性に対する今後の対応を連携の観点から考えたい。



ポイント

①認知症の診断・治療等

②今後も車の運転をする可能性がある

③長男は認知症の理解がなく、介護疲れがあ

るようだ

④こういったケースの相談があった時はどこと

連携するか

⑤今後こういったケースも増えてくると考えられ

るがどういう体制作りをしておかなければな

らないか



Ａさん

認知症疾患
医療センター

認知症
サポーター

認知症の人と
家族の会

地域歯科医師会
地域医師会

ケアマネジャー

訪問看護等
介護サービス

認知症サポート医

地域薬剤師会

警察・消防

②連携が必要だと思うが関係作りが出来ていないのはどこで
しょうか

常日頃から多職種

連携を考える

①どの機関等と連携するといいでしょうか（上に無い機関も）

③連携体制を作るためには何をするべきでしょか
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